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■行政や企業にはない社会的役割

現在、千葉県内で認証を受けているＮＰＯ法人

は約2,000団体。多くの市民が、地域の課題解決

や活性化のために、主体的に活動しています。特

定非営利活動促進法が制定されたのが1998年。そ

れまで、ボランティアベースで活動していた団体

が、ＮＰＯ法人として継続性、組織性を持って活

動することができるようになりました。

行政においては、公平性が重んじられます。た

とえば、対象者が10人いて、パンが２個しかない

場合には、パンは配らずに、10個揃うまで待つこ

とが多いでしょう。ＮＰＯの活動においては、対

象者の中で、一番困った状況にある人を見極め優

先的に配り、不足分の調達にも注力します。一方、

企業活動においては、パンを扱うことで利益をど

のくらい得ることができるかということが判断基

準になるでしょう。ＮＰＯは、対価性が低いと思っ

ても、放っておけないといった思いで活動するこ

とが多々あります。地域の人的、物的資源を活か

し、多様な地域課題を解決するためには、行政や

企業にはない、ＮＰＯの特性を活かした活動が必

要と思われます。

ＮＰＯの活動において、柱になるのは、主体性、

当事者性です。一人の気づきから、多くの人の参

加により、組織的、継続的な活動となっていきま

す。障がいを持つ家族がいる、高齢独居で不自由

な暮らしをしている隣人がいる…より幸せな暮ら
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し方ができたらと思う中で、様々な活動が生まれ

てきました。活動内容は、対象者の状況（ニーズ）

に沿って変化します。障がいを持つ子どもたちが

小さいうちは、遊ぶ場を、成長するに従い、学び

の場、働く場をどう作るか、活動のテーマが子ど

もたちの成長とともに変わっていき、そのことが、

団体としての成長にもつながります。

また、団体内には、職員として給与を得て働く

人がいる一方で、ボランティアとして活動に参加

する人もいます。活動に関わる時間やかける時間

は、それぞれのメンバーの思いや状況によります。

会社勤めのかたわら、家族の介護や育児を担いな

がら、ＮＰＯで活動している人たちがたくさんい

ます。また、寄付で団体を支える人もいます。関

わり方は、団体の代表の判断のみで決めるのでは

なく、メンバー個々の意思を尊重しながら、話し

合いによって決められます。団体内の役割も同様

です。行政や企業にはない、組織運営の形と言え

るでしょう。そうした組織だからこそ、多様な地

域課題に対応できる柔軟な活動ができるのではな

いでしょうか。

■生活クラブ生活協同組合千葉の
　活動をベースに設立

当団体は、2000年２月にＮＰＯ法人として設立し

ました。法人化する前の３年間は、任意団体として、

生協の組合員を主な対象に、講座事業「市民スクー

ル」を運営していました。講座事業の内容は、自

然エネルギーや哲学をテーマにしたものから、「田

んぼの学校」「森の学校」「畑の学校」といった体

験型の講座まで多様でした。企画を具体化する中

で、社会的課題を整理し形にする力が備えられて

いきました。

法人としてのミッションは、団体名「市民活動・

市民事業サポートクラブ」に表されています。ボ

ランティアベースで活動する団体、事業性を持っ

て活動する団体のいずれをも支援することを通し

て主体的な市民活動を促し、市民主体の地域づく

りにつなげたいと活動を継続してきました。法人

設立当時は、県が「ＮＰＯ立県千葉」を掲げてい

た時代でしたので、年間に百単位でＮＰＯ法人が

設立され、県とＮＰＯとの協働事業も数多くありま

した。当団体でも、県との協働で、設立した法人

の運営をサポートするための実務講座や相談会を

県内各地で開催しました。近年は、会社法の改定

や公益法人制度改革により、簡便に法人格取得が

できるようになったこともあり、ＮＰＯ法人数は横

ばい状態となっています。中間支援組織としての

当団体の社会的役割も、ＮＰＯの支援から地域づ

くりに関わる多様な主体をつなぎ、より有機的な

活動を生み出すといった内容に変化してきました。

■中間支援組織として担う被災地・
　被災者支援活動

2011年の東日本大震災から９年、千葉県には現

在も、福島第一原子力発電所の事故由来で福島県

から避難し暮らす人たちが2,138名（令和２年２

月現在）いらっしゃいます。親戚を頼って避難し

た方、避難所やネットで自治体の受け入れ情報を

確認して避難した方、と様々です。どの方も「状

況もわからず、市町村からの避難指示を受けて、

取るものも取りあえず、避難して来たが、すぐに

帰れると思っていた。こんなに長期にわたるとは

思わなかった」と話されます。ご自分の意思にか

かわらず、状況もわからないまま、住み慣れた家

を離れ暮らす人たちをどう支えるか。当団体では、

震災直後から、避難者支援のための活動を千葉県

内で活動する支援団体と連携しながら、継続的に

取り組んできました。また、2019年４月からは、

千葉県内の災害対応、防災活動を行っている団体
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をメンバーとする「千葉県災害ボランティアセン

ター連絡会」にオブザーバー団体として参加して

います。

■台風15号による被災地、
　被災者支援活動

９月９日早朝に千葉県を直撃した台風15号は、

県内各地に家屋の損壊、停電、断水といった被害

をもたらしました。特に、千葉県南部地域は甚大

な被害を受けましたが、被災状況が明らかになる

まで時間がかかり対応が遅れてしまったのは周知

のとおりです。県の災害対策本部が立ち上がり、

千葉県社会福祉協議会に災害ボランティアセン

ターが設置されたのは、12日のことでした。前年、

西日本豪雨の際に、災害支援ネットワークを構築

し、活動を行った岡山ＮＰＯセンターの石原達也

さんから、岡山で活用した「スマートサプライ」

の仕組みを千葉でも活用できないかといった提案

を受けたのは、そうした時でした。

■スマートサプライ
　─必要な人に必要な支援を必要な分だけ

東日本大震災の際に、一般社団法人 Smart 

Supply Vision が仕組みを構築、岡山をはじめと

するいくつかの被災地で活用されていました。県

のＮＰＯ関連の担当部署である県民生活・文化課

を通して、県災害ボランティアセンターの会議で

提案、翌々日から稼働することになりました。市

町村が設置した災害ボランティアセンターとの調

整は県社協が担い、Smart Supply Visionとの調

整とAmazonへの発注等を当団体が担当しました。

対象は、南房総市、鋸南町、館山市、鴨川市、富

津市、君津市、山武市、横芝光町、香取市、八街市、

富里市と広域にわたり、16のプロジェクトに3178

点の物資を提供しました。全国のAmazonユーザー

から寄付された支援物資はブルーシート、ロープ、

作業手袋、鋸、発電機など多種にわたります。

被災地は家屋やハウス等の損壊、倒木、土砂く

ずれといった被害とあわせて、長期に及ぶ断水、

NPO/
NGO

社協
災害
VC

必要な支援情報を掲載！
（具体的な物資 ・個数）

サイトを確認し、
支援したいものを
購入する。
（クレジット決済）

被災者支援
支援と
物資ニーズ収集

必要物資の
情報を集約

被災者支援

支援のための物資
ニーズ

NPOの現場に直送

VCの現場に直送

全国の支援者

図表　千葉県におけるスマートサプライの仕組み
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との協働で「千葉南部災害支援センター」を立ち

上げました。今年度は、Yahoo!基金からの助成

を受けて、被災者宅への訪問調査と人材育成のた

めの講座の開催を予定しています。

観光資源も豊富な南房総エリア、復興の勢いを

そいだ新型コロナウイルス感染症の拡大による影

響ははかりしれません。被災地の復興に関心を持

ち、支援に関わる人たちを広げていくために、今

後も活動を継続したいと思います。

鋸南町災害ボランティアセンターにリヤカー等（写真右）の物資を提供鋸南町災害ボランティアセンターにリヤカー等（写真右）の物資を提供

張や災害ごみの処理等の復旧活動を担ったのは県

内外のボランティア、ＮＰＯ・ＮＧＯでした。他

の被災地での活動経験を活かして効率的に作業を

進めるＮＰＯ・ＮＧＯの果たした役割はとても大

きなものでした。

■被災地を継続的に支援

災害ボランティアセンターは、復旧活動が終

わった時点で閉じられます。しかし、強風により

損壊した屋根の多くは、今もブルーシートに覆わ

れたままです。専門業者が足りず、修繕が間に合

わない、高齢者のみの暮らしで修繕費が確保でき

ない等の理由により、今も雨漏りのする家屋で暮

らしている人が少なくありません。雨漏りは、カ

ビの発生にもつながり、健康への影響も心配され

ます。また、強風による畑地や果樹園の被害も甚

大で、補助金等の経済的な支援とあわせて、外

部からの人的支援も必要と思われます。当団体で

は、被災地の支援を継続的するために、ＮＰＯ法

人ディープデモクラシー・センターと県外ＮＰＯ

停電といった困難におそわ

れました。これまで、発災

直後の活動に直接関わるこ

とのなかった当団体です

が、県災害ボランティアセ

ンターに数日間、席を置き

スマートサプライを通した

物資提供を担いました。被

災地の状況に沿って、人的

支援、物的支援をコーディ

ネートする発災直後の県災

害ボランティアセンターの

動きをつぶさに確認できた

ことも、意義あることでし

た。屋根のブルーシート展

鍋嶋　洋子　プロフィール
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